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 森ノ宮医療大学大学院保健医療学研究科保健医療学専攻
 平成28年度修士論文審査報告 
 妊娠期から産後1ヶ月の精神的健康度とレジリエンス、育児負担感の関連 
 ―不妊治療を経て育児をする母親からの一考察― 
 学位申請者： 奥川裕子 
　 指導教員：酒井ひろ子 
 審査委員会主査：澤田優子 
 論文要旨 
 【目的】妊娠期から産後1ヶ月の精神的健康度とレジリエンスの変化が育児負担感に及ぼす影響
について、産後1ヶ月の抑うつの有無と妊娠形態別（自然妊娠群・一般不妊治療群・生殖補助医
療群）における関連検討を行った。 
 【方法】本研究に同意の得られた対象者へ、妊娠期と産後1 ヶ月に縦断的質問紙調査を行っ
た。精神的健康度の評価はエジンバラ産後うつ病自己評価票（Cox 1987）の日本語版（岡野ら
1996）、レジリエンスの評価は精神的回復力尺度（小塩ら2002）、育児負担感の評価は育児負担
感指標（中嶋ら1999）を用いて評価した。なお、本研究は森ノ宮医療大学倫理審査委員会（承
認番号2015 ― 36）および研究協力施設の承認を得て実施した。 
 【結果】調査対象者は305名で、妊娠期と産後1ヶ月ともに回答が得られ、脱落・除外対象者を
除く118名を分析対象とした。産後1ヶ月の抑うつHigh risk群は、Low risk群と比較して、育
児負担感が強く、レジリエンスは低値を示した。産後1ヶ月に3名以上の支援者があった者は、
レジリエンスが有意に高得点であった。妊娠形態別では、生殖補助医療群で産後1ヶ月の精神的
健康度とレジリエンス（ r ＝－0.689）、産後1ヶ月の精神的健康度とレジリエンスの下位尺度で
ある感情調整（ r ＝－0.739）に中等度から強い負の相関を認めた。また、レジリエンスと育児負
担感（ r ＝－0.647）、レジリエンスと育児負担感の下位尺度である児への否定的感情の認知（ r ＝
－0.686）に負の相関を示した。 
 【考察】縦断的な精神的健康度の変化と育児負担感をレジリエンスの概念を用いて解析した結果、
妊娠形態別の検討で、生殖補助医療群において、育児期への円滑な移行や虐待予防にレジリエン
スを活用することへの可能性を見いだせた。女性の背景を理解した上で、子どもを生み育ててい
く母親と家族の成長を支える複数の支援者と虐待予防への介入が必要である。 
 審査結果 
 　本研究は、妊娠期の女性を対象とし、妊娠期から産後1ヶ月の精神的健康度とレジリエンスの
変化が育児負担感に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし、産後1ヶ月の抑うつの有無と妊
娠形態別（自然妊娠群・一般不妊治療群・生殖補助医療群）に関連検討を行ったものである。妊
娠期、産後の女性の精神的な健康への支援については、重要であると指摘されているものの、本
人、児の状況、環境要因など、メカニズムが複雑であり、具体的な支援の方法が十分に確立され
ているとはいいがたい状況である。本研究はこの点に注目し、より効果的な支援の確立の一助と
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するため、妊娠期、産後1ヶ月の変化に注目してデータを取得、解析したという点において非常
に貴重な知見を示したといえる。 
 　ただし、母親の年齢や妊娠形態などの条件別に詳細に分析を進めているが、個別の関連につい
て検討するにとどまり、複合解析を十分に行ったうえでの体系整理にはいたっていない。この点
については、今後も解析を継続していくことが課題である。 
 　このような課題はあるものの、本研究においては、様々な角度からの解析が実施されており、
一定の傾向を確認することができ、育児期への円滑な移行や虐待予防にレジリエンスを活用する
ことへの可能性を見いだすことができている。また、論文の結論は、データ解析および先行文献
からの論理的な評価から導き出されており、客観性に問題は認めない。社会的意義が大きく、今
後、研究の継続により、さらに有意義な結果を明らかにし、その結果を妊娠期、出産後の女性の
精神的健康の支援につなげていく可能性が期待されるものである。 
 　以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。 
 1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安への支援を考える 
 ―1型糖尿病女性と夫へのインタビューより― 
 学位申請者： 黒木美紀 
 指導教員：吉村弥須子 
 審査委員会主査：上西洋子 
 論文要旨 
 【目的】1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安な思いに周りのサポート力として、一番身近
な夫と医療者からのサポート内容を明らかにすることは、1型糖尿病女性の妊娠・出産における
不安や夫のサポートへの支援につながると考え、どのようなサポートが得られているのかを1型
糖尿病女性と夫より明らかにし、1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安に対する支援となる
示唆を得る。 
 【方法】1型糖尿病女性6名と夫4名を対象に、半構造化インタビューによる質的記述的研究を実
施した。インタビュー内容は同意を得て録音し、逐語録を作成した。1型糖尿病女性の妊娠・出
産における不安に対するサポート内容を抽出しコード化した。さらに内容の類似性や相違性から
比較分類し類似するものをまとめてサブカテゴリー化し、サブカテゴリーのうち類似するものを
Houseの4つの分類に基づきカテゴリー化した。本学および実施施設の倫理委員会の承認を得た。 
 【結果】1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安に対する夫からのサポートは、【不安な気持ち
を聞いてくれる】、【安心できるような言葉をかけてくれる】などの情緒的サポートが6カテゴリー
と多かった。夫が行ったサポートは、【低血糖になったときに出来ることをする】、【健診にでき
るだけ付き添う】、【妻と子どもの心身の安定のためと自分にできることをする】などの道具的サ
ポートが5カテゴリーと多かった。1型糖尿病女性と夫が受けた医療者からのサポートは、【不安
な思いを聞いてもらえる】、【安心できる説明に安堵する】、【安心できるように説明してくれる】、
【一緒に考えアドバイスしてくれる】などの情緒的サポートや情報的サポートが多かった。 
 【考察】1型糖尿病女性からは夫のサポートとして、情緒的サポートを主なサポートとしていた。
しかし、夫が行ったサポートでは、サポート内容には違いはなかったが、直接的に自分ができる
ことをする道具的サポートを主なサポートとしていた。医療者として1型糖尿病とともに生きて
きた女性が妊娠・出産というライフスタイルの変化を迎えることに不安を抱えながらも、夫のサ
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ポートを得ながら、自らもなんとかしようとしている行動を理解しながら、1型糖尿病女性の身
体的、精神的、社会的な支援を夫とともに提供していくことが必要であると考えた。 
 【結論】1型糖尿病女性と夫のサポートに対する捉えかたの差異をなくし、夫自身がサポートで
きていると思えるように働きかけること、互いの関係性を図る役割を担う。1型糖尿病女性と夫
の不安な思いを受け止め、情報的サポートとして専門的知識をもって安心できるように説明を行
い、行動を否定せず、具体的な解決方法をアドバイスすることが必要である。 
 審査結果 
 　本論文は、わが国でも罹患者数の少ない1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安へのサポー
トについて、1型糖尿病女性とその夫からのインタビューを通して明らかにした質的研究である。
今回用いた質的記述的研究方法は、自然主義的探究における一般的な見方を踏襲する研究方法で
あり、研究参加者の経験を研究参加者の語った言葉を使って解釈し記述することで研究参加者の
経験に近づくことができる研究手法である。そのため、1型糖尿病女性が夫や医療者から受けた
サポートの内容をありのままに表現することができていたことから、研究方法として妥当であっ
たと考えられる。また、逐語録を内容分析によってカテゴリー化する過程では、数回にわたり検
討を重ねたことが信頼性のある結果に繋がったと考えられる。一方課題としては、論文でも述べ
られているとおり、研究協力者数が少なく研究協力者の背景が異なっていたことから一般化する
には限界があり、今後も研究協力者数を増やし検討を重ねていくことが必要である。また、海外
の当該分野における先行研究のレビューが十分でなく、国際的視野からみた本研究の意義や位置
づけが明確でなかった点も今後検討が必要である。 
 　しかし、総合評価としては、本研究の成果は、今後1型糖尿病女性の妊娠・出産における不安
や夫のサポートへの支援につながり、1型糖尿病女性の周産期ケアの一助となると考えられる。 
 　以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判断した。 
 親分離にある子どもへの成長発達を促進させる専門職の養育意識 
 学位申請者： 河内由紀 
 指導教員：澤田優子 
 審査委員会主査：金尾顕郎 
 論文要旨 
 【目的】乳児院で働く専門職を対象とした調査を行うことにより、専門職の現場での養育の認識
と実践状況について明らかにする。 
 【方法】大阪府下全8か所の乳児院に勤務する保育士・看護師283名を対象に自記式質問紙調査を
行った（回収率74.0％）。職種の内訳は保育士（83.8％）、看護師（15.2％）であった。質問項目
は「乳児院で働く専門職としての役割」ついての自由記述と、養育に関する認識および実践状況
に関して4件法でたずねる項目計12項目の2部構成とした。自由記述についてはKJ法を用いて
乳児院で働く専門職としての意識について明らかにし、その後4件法で回答を得た質問項目12項
目について記述統計を使用した。統計ソフトSPSSver. 22を使用した。 
 【結果】「乳児院で働く専門職としての役割」についてKJ法を用いて分析したところ、対象者は
子どもに対する多面的な支援の重要性を認識していることが明らかとなった。一方で、子どもの
愛着形成、子どもと親の心理社会的支援の必要性を理解しているからこその不全感や葛藤の存在
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も明らかとなり、現実との乖離に苦慮する様子が伺えた。養育意識に関する質問項目では全項目
において肯定的な回答が得られたが、実施状況については、肯定的な回答は半数程度となった。 
 【考察】乳児院で働く専門職は、子どもにとって必要な愛着形成の理解と専門職としての知識や
技術を発揮しているという意識が明らかになった。一方で、常に子どもを尊重した養育の提供や
子どもと親の心理社会的発達支援の状況は約半数程度の回答であり、実践に伴わない現場環境の
課題を見出す必要性がある。意識と実践が伴わない状況として、各専門職の教育課程において、
社会的養護における社会問題への教育は十分ではなく。今後は、専門職の高い意識に着目した養
育環境の問題点の抽出から養育環境の改善へと、乳児院における養育の質の向上に繋がる研究が
必要である。 
 審査結果 
 　本研究は、乳児院専門職を対象とした調査を量的、質的に分析することにより、専門職の現場
での養育の認識と実施状況について明らかにしたものである。 
 　乳幼児期は人との関係を築いていく重要な時期である。人生の基盤となる乳児院の専門職の役
割は大きいが、専門教育は十分とは言い難く、また臨床の現場も様々な困難な状況を抱えている。
本研究は乳児院の専門職の専門性に注目し、意識、実践状況について質的、量的に明らかにした
という点で非常に重要な知見を示したといえる。 
 　質的、量的解析の結果、専門職の意識は高く、乳児院の特性を十分に反映している内容である
ことが明らかとなった。一方で、実施状況は高いとはいい難い結果となった。この点については、
本研究では十分な原因追及は行われておらず、本研究の限界といえる。ただし、本文中に研究の
限界について述べており、今後の継続課題である旨も記載されている。 
 　このような限界および今後の課題はあるものの、本研究では、認識に関する記述データの解析
においては詳細な解析が実施されており、論文としての傾向を導き出すことができている。研究
結果は、質的、量的データの客観的な解析および先行研究の検討にもとづいて導き出されており、
客観性についても問題を認めない。社会的な意義の大変大きな研究であり、専門職教育の発展の
一助となりうる独創的な研究である。今後も継続して研究を進めることにより、専門職支援につ
なげていく可能性が十分期待される。 
 　以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。 
 美容鍼灸における評価尺度プロトタイプの作成 
 学位申請者： 白井麻衣子 
 指導教員：山下　仁 
 審査委員会主査：井手口範男 
 論文要旨 
 【目的】美容鍼灸に特化した信頼性・妥当性の高い顔面部の評価尺度はない。そこで、美容鍼灸
領域の研究・臨床において項目の総和値を指標に施術前後比較や経過評価に用いることができる
評価尺度を開発するため、プロトタイプの作成を試みた。 
 【方法】医中誌Webで検索した文献から「美容に関する評価項目の語句」と「美容鍼灸の効果
に関する語句」、美容鍼灸を行う鍼灸院の美容鍼灸予診票から「愁訴の語句」を抽出し同義語で
まとめ、仮の評価尺度を作成した。仮の評価尺度は86項目となり、5段階評定法「1．とても良
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い、2．良い、3．どちらともいえない、4．悪い、5．非常に悪い」を用い仮の評価尺度の質問票を
作成し、森ノ宮医療学園の教職員および学生に配布・回収した。有効回答数は433、平均年齢
は24.3±9.5歳（SD）であった。回収後22歳以下と23歳以上の2群に分け、23歳以上の群（n＝
116・平均年齢37.2±10.2歳）の回答に因子分析（主因子法）バリマックス回転を行い（因子負
荷量60％以上）、プロトタイプの項目に採用した。各項目の22歳以下の群と23歳以上の群を
Mann-WhitneyのU検定で比較し、有意差があり、かつ、23歳以上の群の中央値が3.5以上の項
目をプロトタイプの項目に採用した。（森ノ宮医療大学学術研究委員会研究倫理審査部会承認番
号2016 ― 019） 
 【結果】因子分析の結果から得られた第1因子36項目、第2因子1項目と、Mann-WhitneyのU検
定の結果から得られた3項目の合計40項目をプロトタイプに採用し、信頼性分析を行った結果、
項目間に信頼性を示した（α＝0.968）。40項目の多重共線性は「6．キメ（VIF＝11.475）」、「79．目
の下のたるみ（VIF＝10.832）」、「86．目尻の高さ（VIF＝12.497）」、で示したため、3項目を削除
した（分散拡大係数Variance Inflation Factor：VIF＞10）。残った37項目で再度信頼性分析を
行った結果、項目間に信頼性を示した（α＝0.964）。37項目に多重共線性はなかった。22歳以下
の群（101.8±25.5点）と23歳以上の群（117.6±24.5点）の総和値の比較は、23歳以上の群が22
歳以下の群より高かった（p＜0.001）。 
 【考察】美容鍼灸の37項目の評価尺度が作成された。本プロトタイプは、項目間の信頼性係数が
高く、内的整合性を示したため、総和値を指標に現在の顔面部の包括的な状態を主観的に評価で
きると考えられる。さらに、総和値だけでなく各項目に着目して顔面部の個別の変化を観察する
用途も考えられる。23歳以上の群は22歳以下の群に比べ総和値が高かったため、回答者の年齢
による美容への影響を反映していると思われる。よって本プロトタイプは、顔面部を包括的に評
価する主観的な評価方法の一つとして美容鍼灸に貢献できるものと考えられた。 
 【結論】関連文献と予診票記載から語句を抽出することによって、美容鍼灸の臨床と研究で活用
可能な内的整合性のある評価尺度のプロトタイプを作成することができた。 
 審査結果 
 　美容の分野は医療の中でも特殊と言ってよいが、その特殊性の要素のひとつが「美しさ」に関
する絶対的な基準がないことである。そのような状況下において、美容鍼灸が市場で無視できな
い規模にまで拡大した今日、少なくとも同一人物における主観的な評価に関して信頼のおける評
価尺度を作ることは必要である。本研究はこの点に注目して評価尺度の開発という新たな取り組
みを行った点、およびプロトタイプの作成だけでなく統計学的手法を用いてその信頼性の検証を
行った点は評価できる。 
 　作業の結果、内的整合性のある顔面の評価尺度のプロトタイプについて一応の完成をみた。用
途についても、総和値の前後変化だけでなく、各年齢層の平均値を求めれば平均的スコアと個々
の患者のスコアの比較も可能である。当該領域における今後の臨床研究および臨床実践において
様々な応用可能性が期待できる。 
 　一方、37項目という数については、日常の多忙な業務の中で使用することを考えると、臨床
的実用性という側面からは試作の域を出ていない。非常に多くの文献およびカルテ記載から抽出
した質問項目にもとづいて因子分析が実施されており、また、高い内的整合性が示されているこ
とからも、信頼性の高さが伺える。しかし、文献とカルテからの抽出では拾い出せなかった重要
な項目が存在する可能性も捨てきれない。全37項目のうち第1因子に36項目が集中し、第2因子
が単独項目で構成されている点から、多面的な「美しさ」を評価するのに適した妥当性の高い質
問紙となっているかについては検討の余地がある。 
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 　今後、37項目の中から本当に必要な数項目のみに絞り込む作業と新たに有用な項目を探索・
検証・追加する作業を、長い時間をかけて実際の臨床業務の中で行っていく必要があるだろう。
そのことによって臨床現場および臨床研究で実際に活用できる美容鍼灸の標準化された主観的評
価尺度に発展していく可能性が期待できる。そのような発展への第一段階としてのプロトタイプ
を作成し提示した点において、意義のある研究といえる。 
 　よって本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。 
 更年期周辺期にある女性の生活習慣、生活習慣病と更年期症状との関連検討 
 学位申請者： 外村晴美 
 指導教員：酒井ひろ子 
 審査委員会主査：大巻悦子 
 論文要旨 
 【目的】閉経は女性にとって自然で生理的な現象であり、全ての女性が更年期を経験するが更年
期症状の治療を受ける日本人女性は2割程度である。本研究では、生活習慣と生活習慣病が更年
期症状へもたらす影響を明らかにし、一般的な健康な女性の更年期症状の重症化を防ぐための生
活習慣を明らかにすることを目的とした。 
 【方法】平成27年7月27日～平成28年11月28日の間に、研究協力3施設へ健康診査のため受診
し、本研究に同意が得られた45歳～55歳の147名の女性を対象に、自記式質問調査を実施した。
年齢・就学年数・閉経年齢・勤労・婚姻・妊娠経験・子ども・閉経・能動喫煙・受動喫煙・運動習慣・
飲酒習慣の有無について調査し、更年期症状の評価には、Kupperman 更年期障害指数安部変法
（KKSI）を使用した。生活習慣病に関する検査値は、健康診査の結果から、BMI・腹囲・血圧・
FBS（空腹時血糖）・TG（中性脂肪）・HDL-Cの数値を得た。統計ソフトSPSSver. 24を用いて
welchのt検定、一元配置分散分析、重回帰分析を行い、統計学的有意水準は5％未満とした。倫
理的配慮として、森ノ宮医療大学の倫理委員会の承認（倫理委員会承認番号2015 ― 26）のもと、
研究協力施設ならびに対象者へ、文書と口頭で研究の主旨及び方法、個人情報の秘匿性などを説
明し同意を署名で得た。更年期症状に影響を及ぼす慢性疾患、精神疾患、甲状腺疾患、ホルモン
剤内服の対象者（合計15名）を除外対象として、132名（平均年齢49.6±3.1歳）を分析対象とした。 
 【結果】生活習慣、生活習慣病と更年期症状との関連検討のために単変量解析を実施した結果、
就学13年以上（ p ＝0.030）・運動習慣あり（ p ＝0.005）・飲酒習慣なし（ p ＝0.012）・能動喫煙なし
（ p ＝0.003）・婚姻あり（ p ＝0.018）・子どもあり（ p ＝0.014）の女性は有意にKKSIスコアが低かっ
た。血圧異常（ p ＝0.050）・肥満（腹囲 p ＝0.017、BMI  p ＝0.021）の女性は有意にKKSIスコアが
高かった。さらに従属変数にKKSIスコア、独立変数に先行研究での更年期症状に影響すること
が示されている項目のうち多重共線性を示した項目を除いて強制投入（モデル1）、モデル1をス
テップワイズ（モデル2）、単変量解析で更年期症状に影響が示された生活習慣、生活習慣病に
関する項目を強制投入（モデル3）した重回帰分析を行った結果、運動習慣あり・飲酒習慣なし・
子どもあり・就労ありはKKSIスコアと負の相関を示し、能動喫煙・高血圧は、KKSIスコアと
正の相関を示した。 
 【考察】女性の一生涯の健康とQOLの維持向上のためには、更年期における健康行動を高め、生
活習慣病を予防する事が重要であると考察する。 
 【結論】本研究では、健康な更年期周辺期にある日本人女性の更年期症状の重症化に影響する社
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会背景、生活習慣ならびに生活習慣病について検証した結果、運動習慣をもつ事・能動喫煙がな
い事・勤労がある事・子どもをもつ事・飲酒習慣がない事・血圧が正常である事は更年期症状の
重症化を防ぐ要因として示され、現代の日本人女性は更年期症状を重症化させる多様な生活習慣
をもつ事が示された。 
 審査結果 
 　本研究は、更年期周辺期にある女性を対象に、生活習慣に着眼し、生活習慣病と更年期症状と
の関連について検討したものである。日本人女性は、更年期症状の治療のための婦人科受診率が
低く、更年期周辺期に経験する不定愁訴に対してセルフケア、セルフメディケーションを用い、
自己管理によって症状コントロールを行う傾向をもつ。このような日本人女性の特徴から、予防
可能な生活習慣と生活習慣病と更年期症状との関連について検討することを目的として研究がな
された。 
 　国内外の先行研究では更年期症状と生活習慣病との関連検討で多くの結果が示されているが、
更年期症状の治療のために受診した女性が対象となっており、更年期症状の治療を目的とした受
診歴がない、慢性疾患、精神疾患をもたない一般的な女性を対象としたことで、より日本人女性
の現状と予防的示唆を明らかにしたといえる。 
 　客観指標を用いた生活習慣病の評価など研究方法の妥当性は高いが、多変量解析するために必
要な、統計学的目標対象者数に達しておらず、最終的な仮説検証の結論としては弱い。しかし、
study limitationとして認識し、多数のモデルを示した解析が展開され、一定の傾向を確認する
ことができている。結論は、データの適切性、適切な解析手法により導き出されており、客観性
にも問題はない。研究デザインの作成や研究プロセスを経験することに課題があり、今後は自ら
の着眼点を明確にもち研究することで、さらに有意義な結果を明らかにし、女性の健康に寄与す
る研究を発展できる可能性が期待される。 
 　以上のことから、本申請論文は、修士の学位を授与するに値するものと判定した。 

